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地震観測の究極の目的は地震を人生に利用更生するととであらう。そのためには現象を詳しく識

る必要がある。よって吾々は日夜営々として地震観測に従事してゐるわけである。幸にして，僅か

数十年。観測にも拘ら十，先輩各位の努力によクてその現象は概ね明らかになった。eしかしまだま

だ不可解の票占も多く，1;象報'fs.e売っかない欣態であり，.況やその利用更生など思ひも及ぼない所で

ある。とれはやはりまだ現象が本嘗にはクかめてゐないからであクて，一般に物。現象をはクきり

づかむためには，その原因をはっきりさせてをかなければたらない。その原因が分れば，自然と現

象もはクきりししかも未知の現象まで諌言する事が出来，利用1更生など思ひのま Lであらう。従

οて先づその原因を究明する事が急務とたる。そとで本稿では，今迄に知られてゐる現象及び知識

から演縛して地震の原因について論述したいと思ってゐるものである。
(1) 

地震の原因にクいては古来非常に多くの論設があって種々雑多である。しかし分類の仕方によっ

ては数種に分クととが出来るものであクて，と Lではヨたの三種に分類するo.t!pぢ

第一種，超自然的たものの作意によるとするもの。

'第ご種，張令ひによる破壊より起るとするもの。

第三種，念、激怒衝撃によるとするもの。

ーー

で、ある。第二種により破壊の起る時は，急激た衝撃を禁ずるものであらうけれEも，とれは第三種

と匿別し，第三種の急激な衝撃と言ふりは例へば火薬。爆獲の様なものを言ふのである。

各閣の神話は線、て第一種に麗ずるものJであクて， 日本の総，ベノレシヤ奔火款の蛇，カムチヤツカ

の犬，等はとれであり，その他は概ね紳の仕業としてゐる。とれ等のものの中には地震の間歓性を

よ{物語。て居るむのがあるけれども，科皐の進歩した現今に於ては考慮の外とすべきで、はたから

う古河

第二種に属するものは断居地震である。とーの成因に釘レ亡は地殻に徐々に加はる犀力を仮定し，

普断は地殻の弾性により持ちとたヘモゐるのであるが，それが弾性限界に達すると遂に破壊して断

暦が出来，地震を警生せしめると説明するものである。かう言ふ思想は歴史的に見てさう古くか〆ら

あクたものではなく，地質皐の進歩と共に出来上クたものに相異はないけれど.t，'填因む地質皐者
d!' 

*中央気象蓋 、
(I) 例へば石本巳四雄著，地震とその研究を参照
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ジウスマEdwardSuess 1831-1900}に始まると言ってもよいかと思はれる。その後νイド{&註町
ク (4) (5) 

/Fieωeld必in唱gReilり〉 により5車!r骨s'阻性:反綴設が提H出tf，された。吾図でで、は大森博士等により賓詮され，松津博士
く6) ・♂(7)

本多(弘吉〉博士等により理論的，定量的に研究されたものである。その他藤原博士により地渦論が

提唱せられた。現今とれ等の設はあまねく流布し，地震皐者，地質皐者の中にはとれに左祖ずるも

のが極めて多い。しかし，もしとの設がEしいとするならば，年々上昇θ傾向にあるスカンヂテピ

ブ宇島附近には地震が頻穫してもよいやろに考へられるが，事責は皆無と言。てもよい程地震の少

たい所であるのは如何したととであらうか。

第三種に属するものは陥波地震，火山性地震である。とれ、は地下位一局部に何等か念激な衝撃を

仮想するものであクて，かう言ふ思想、は歴史的に見て非常に古くからあクた。しかも非常に津山の

皐者逮ピヱヲて支持されて来たものである。既に西暦前ナリストテレス(Aristoteres384-322 B. 

c.)は地下り空洞と水蒸気張力とによクて地震を説明しようとしてゐる。エピクロス (Epieuros

341~2íO B. C.)は地下を流れる水により穴が出来て陥設し地震を後生するとたした。とれ等の説

はその後永くさを中世紀までも支配したもので，多くの皐者はとのやうに信じてゐた。しかしと与に

とれ等とは少しく趣を異にしたものにビリングゥチォ(VannuccioB irinヨuccio1550年頃)の設があ

る。それは地下に於ける爆褒により地震は登生するとするものである。その後;20J京ルト (Alex-

ander von Humboltt 17o9-1859)等によ P地殻内部の岩築作用により地震を説明するやうiになク

た。 --
吾閣ではIJ、川博士，石本博士等により岩築作用設が主張され，松山博士により陥落設も取り入れ

ら止したが，概してとれ等の設に賛成する皐者は少ない。最近大塚博士は岩楽作用θ立場から地質輪

廻をも説明しようとしてをられるやちである。

との様に最初人類の叡智は第三種のやうた何か爆褒的た現象を考へて来たにも拘らすτ，十九世紀

頃より第ご種φ考へが栄えるぞうになヲたのは，主として大地震に際し断層が出来るφによるので

く2) 地貌論を見よ.

く3) Bull. of Geol. Univ of California (1911) 1436を見よ.

くの 大森房吉著.地震墜講話. ¥ 

く5) T. Maもnzawa On:もhsRf!la七iveMagniもuqeof tbe rrelimimny 2. 1~d 1l1e、J>rincipslPQrtトiOI¥of 

EarLhquake MOもions."Japan Journ・ofAsも.and Geoph・1.V.1. 

にの本多弘吉著. 地震波動.

く7)' 藤原咲干著・‘地渦子地裂及、地震.

く8コ小川琢治著・1地質現象の新解穣.

くり石木己四雄!地震設生の機巧について.震研糞報 6127::> 

く10)松山基範著・挽近の地震墜

く11)氏の多くの論文が震研糞報に出てゐるる

ー-2'
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(12) 

あらう。又志田博士。創見にか Lる初動分布の説明にも好都合であったからであらうと思はれる。

しかしとれ等の現象に劃しでも岩築運動設で充分説明がつくととが石本博主たより立詮せられた。

それ以来雨者どちらとも員疑の程は分らないま L現今に到ってゐる。最近河角博士によりS波初動
¥¥  

の大きさより 1 どちらの機巧で愛震されたものであるか比較が試みられたけれども， P波， s波の

初動党布だけからではどち，~Q)型も存在するととが分り， eちらか一方だけに決める事が出来なか

， 
， 
。た。

本稿に於ては地震を地下り火山現象であると結論するものであるけれども，それを現今までに知

られてゐる地震現象の立場から説明しようとするものである。勿論自然科皐としては定量的に究明

されたければならないものであるけれEも，その始めとして定性的に論を進めるのはやむを得ない

所と思ふ。従って本稿では定性的た論のみにと Yめ定量的な研究は漸次回を這うてを妻表する積り

ーである。

2. 分布

火山の分布と地震の分布との間には密接な関係があるととは，古くから多くの人々によクて識ら

れてゐる;T

第一問、火山の分布

く 12); 志田II~日:地球及地殻の剛性並に地震動に闘オる研究回顧.東洋撃重量雑誌 45 275 
( 13) 1¥1. IshimotρJ.a deformatioll de la. cr剖ot.erre叫reeも laproduetioll des oudes sismiqne an 
foyer.震研糞報 11254 ~ 一

(14) H. Ka問、umi 封印dyuil thepropa_ aもiOIlof Seisinic ¥¥ a ves.震研愛報 12650
く15)例へ出中村左衛門太郎著:地震
K. -'Vadatf : Oti the 'Activityof 'Oeep-'-focus Eal'thquakIs ill the J apan. dIIand s . a'nd N eighbonr;.. 
hood. Geoph. Magaz; 8 305 
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先づ火山の分布を観察する。現在活動を績けてゐる火山は言ふに及-ば宇，過去に於てその経歴が

あクたと思はれる火山をー絡にして世界地園。上に Protずる時は第一闘の様にたる。

ヨえに地震の分布を調べるのであるが，とれは火山の分布より官会程むヲかLいととである。と言ふ

のは表面上の分布りみたらす"，時間的な分布があるからである。どうし‘亡時間的た分布を問題にす

るかと言へば，過去に於て非常に活動した個所でも現在では無活動た所があるととをよく知ってゐ

るからである。従クて時間的た分布が非常に大切になる。しかし民族の文化θ程度，人口密度等。

相濯によりどうしても一様に行かない。その上現在では器械観測等が行はれてゐるので，その差が

ますますひどく芯クてゐる。それ故と%では可成大規模の地震のみ取扱ひ，しかもとの場合は極く

浅い地震φみ匂分布を考へるととにする。かうする時は大韓の目安はクく筈である。理科年表によ

り分布園を作ると第ご固となる。

第三園 地震の分布(太古より 1933年まで〉
r 

第一箇と第二園を比較する時は，その分布欣況が杢く一致し‘てゐるととが分る。とれは火山と地

震との間には密接な関係があるととを示すもので，地表に起る地震がたいとと L令はせ考へる時は

，地震を地中の火山:であると息はせる有利た詮擦とたる。

3・類 '似

-:k山爆褒現象と地震現象との聞には非常広類似性があるσ

第一どちらも間歓現象である。しかもその週期品は杢ねい。ごさり皐去1左足り地震現象には週

，期があるやうに言は本Lたけれどもす，その統計の取り方に疑問な賠も多(.，ょく調べてみると週期等
く16)大森房吉.今村明恒.松津武雄等諸氏の調査ありo

一-4--
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と言へたものではなく，非常に誤差。大きいものである。

源

有名た三原山は一度活動を始めるとその後暫く小爆穫を額けるのが常である?ミれと同じととが

:地震にも起るものであてコセ，大島北西部に震央を有する地震や伊東地震等は屡々群裂して地震が起

るけれども暫くすると終熔レて了ふ。

三宅島の噴火は一度活動を始めるとご十日前後縫績して終熔ずるりが常である。 Lかも昭和十五

年七月十二日以降θ噴火に於ては雄山から赤場暁湾に到る直線土に数個の火口を移動して{がった。

km 
とれは鹿島灘θ地震でも同じ事が言へる。即ち南北 5;"'10 位り線上に地震が起クてゐるのであ

る。との他各地の地震も多くとの傾向を示しでゐる。最近鳥取市附近の地震も四日夕刻の地震と並

日朝の地震とは震源を異にしてゐる。

最近活溌に活動を績けた浅間火山は一度爆後した後再び沈献して了ふ。しかもその火口は大韓同I

じ様た所である。和歌山θ回殴附近に護生ずる局、後地震や茨城豚南西宮I~の地震は確かにとれと同様

/'の性質を宿してをるものである。

以上三種類の火山をあげたけれども，まだまだ多くの種類があるかも知れたい。とれ等の火山は

L噴出物θ含有物がそれぞれ異なるものであクて，との相違等から爆裂の機巧を明かにする事が出来

るものであらうと信じてゐるものであるが，地球化皐の進歩を待たなければ如何ともしがたい所で

一ある。

次にエネノレギ」にヲいて一言したい。火山爆殻のエネルギ【にヲいては水上皐士等の研究があク

て，それによれば爆禁の大小によοて，差異はあるけれども，大館1020、ergCD orderとなってゐる
(22) 正23)

一方地震のエネルギーにクいても河角博士，鷺坂技師等の研究があり，やはり1020ergのorderと抵

・クてゐる。雨々相侍クてそθエネルギ{の大きさが一致し‘てゐるのは，地震と氷山を同ーの現象と

一考へる有力な詮擦となる。

阿蘇火山を始め多くり爆裂火口を有する火山では，ークの火旬が活動を始めても，他の火口は何

士等の愛化も認める事が出来たい事があるものであるが，とれは地震も同一様。場所に起。たと思は

-れるものも，時にその位置を幾分愛へたやうに思はれるのと同一ではたからうか。とれ等の議論は

勿論震源をはクきりと決める方法が案出ざれなければ言へたいととであるの

(17) 大島測候所等:伊豆大島三原山噴火調査報告験震時報 11.3::-.9.

く18) 竹花峰夫:伊豆大島t0頻護した地震群に就いて 験震時報 11.68.ー

く19) 木多彪:伊豆三宅島噴火調査報告験震時報 1'.277. 
(20) 未設表

(21) T. l¥lil1akami 011もheDi抗ribu~iOl1 of Volcanic E jccta，震研糞報 20.65.

く22)H. Rawasnmi Sもndyon -'the Propagation of -Slismic 'Vayes.震研業報 11.403. 

，(23)鷺坂清信:地震のエネルギー 験震時報 10. 385. 

一-5 -
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4. 爆務
(24) 

松津博士は浅間噴火の)藍力の研究の中で，火山弾11貰出りからくりは砲弾。護射に近いものである

と主張してをられる。との砲弾。後射に近いものであると言ふ意味がよく分らないのであるけれE

も，熔岩を下から摩力でつき上げたと言ふだけのととで、はないかと思はれる。そのつき上げD前。

機巧に謝してば立入ってゐられない。即ち徐々に下から摩力を増して行クて途に抵抗が負けて飛び:与

出したもので、あるか，又は念、激主主爆護現象即ち火薬の爆禁θ様なものが起って押し上げられたものJ

であるかは論じてをられないやろである。寅際火口を観察する時比常に小!噴火を行クてゐる。と

れが念に熔岩の粘性のために内部にとぢ込められて大爆裂になるとは考へられない。火口から押し

出された熔岩の流出扶態を考へてみても熔岩の粘性は大きなものではない。あの大爆穫をしきりに
(25) 

繰り返へす浅間火山の火口底は，時として熔岩が上昇し又下降する。とれは火口近くにある熔岩は
、もム

徐々に愛イ七ずる内部医力に謝しては抵抗を及ぼさないかに見える。しかも火山。爆穫のやうな現象

が起るとすれば何等か内部に急激な犀力の増加を考へなければ、ならない。
(26) (27) 

一方大森博士や水上皐士は火山爆殻り際の弾性振動と音との観測から種々面白い事寅を論じてを

られる。その中でご黙以上の観測を用ゐる時は弾性振動θ倖播速度が決まり，計算の結果音響。愛

振黙と弾性波動りを委震黒iiとは相異してゐる事を指摘せられた。即ち爆を菱は火口り幾らか下方で準備a

せられ，その念、激な膨脹により上ブiCD熔岩が吹き飛ばされよ亡あの現象を呈するのである。

とれ等θととを考へ令はせると，念激1J.:爆を芝現象を呈ずるためにはどうしても内部に急激抵犀力

の増大を考へなければ、ならない。石本博士のやうに熔岩θ冷却に伴クて水蒸気張力が徐々に増大し

遂に平衡を破クて熔岩を噴出すると考へるためには，‘あまりにも熔岩θ粘性が小さ過ぎるので、はな

からうかっそれ故筆者はラたのやうに考へるのである。急激に犀力がが劫日しなければならない所から

火口幾分下にイ七撃的た爆穫を考へる。との爆禁がどうして起、るかはまだ分らないけれども，とれは

地球イ七皐θ方面から将来究明されるであらう。或は熔岩が封流中に爆褒的イ七皐愛イ七を起すのかも知、

れない。それはそれとして何か急激た膨脹が起るのは考へられる所である。

今は地表の現象のみを論じて来たけれども，との急激な膨脹が地下で起れば地震となるのであ

る。

(24)松津武雄:或る浅間噴火の医力の波地震 6.588.7. 47~ 

(25) T. l¥1inakanu C hanges in t.he Dept.h ofもheC rat.er Floor of. Volcano Asama in t.he Recent-

Act.ivities.震研業報 15.492. 

(26) F. Omori The Erur沌ionsaticl Earもhquakesof Asamayam. Bnll. of t.he Imp. Earもhinv. COm_ 

vn 198 
(27)来襲表.

く28)(9)参照.
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とρ膨脹θ原因に封しては，今後の研究を待クて護表する積りである。

S. 毅震機構
」

それではとれから現在の初動分布をεうして説明するか玄関題となる。

かω有名たた-構造地質皐者者.デ{Jβ笠(D伽加a剖l肌y

の存在f扶i伏犬態や深成岩θ存在1元却欣)犬!たC態を考考aへる時は，かう言クた岩紫溜の存在~認めないわけに行かたく
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• 
第三園岩衆j留の形が奥行を有する場合o 、 第四国 岩疑j自が園柱朕の場合。
A， Bは岩衆溜の側壁.0は爆設の起った熟， ー 0は爆設の起った賭， Eは震央。上は地表

Eは震央。上は地表に於ける初動方向の分布。 に於ける初動方向の分布。

デ{リ戸カザく山脈に考へた岩疑溜は第三園。様たものであクて，との中。ー黙にて爆穫が起った

ものと?れば，そθ摩力は岩紫、溜θ側壁 A.B を急激に外方に押す。その時は松山博士。裂輝地

震と同じくご面 A.Bが念、激に遠ざかる運動をなすため，初動方向。分布は園錐型節線の分布を

生守るであらう。第三国0上国は初動θ地表分布を示したものである。との岩紫、溜の形が水平に掠

りを持たないやうなもの，勾]ち第四闘の様に園柱扶φ岩衆溜の時は， 0で爆褒が起ると側壁の環扶;

の部分が杢部押される事になり，その上下D部分は引かれるに相違ない。よクて第四国上園のやう

た初動分布を示ずであらうと考へられる。即ち国錐0中が引きとなるやうな場合である。とのやう

、¥

(29)デーリー著 Ourl¥rovil Earもh・

(30) (10)参照.

-7'--
¥ 
、
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第五園 初動方向分布の種類。-

A，-B， Cは第三国と同一構造であるD 岩紫詔が蹟りを有する場合3

、D，s，F， G，Hは第四国£同一稽遣でおり，岩疑溜が園桂朕の場
合， 0は震源であり， Eは震央である。 ノ

ーー ε ー一
、、
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ーな例は松淳博士や，坂田技師。登見にか与るもので，最近θ世界中。調査によれば，昭和8年3月

3日ρ三陸沖0地震がさうで、あクプと。

ーその外岩衆溜の形や傾きにより種々の初動分布欣態が想像される。とれ等θ内簡単2きものを第五

固に示す。とれ等は内部構造θ簡単なものを議想しーたものであるが，地質草ら方から見る時はね￥

友か複雑な形をしてゐるやうである。しかし大韓θととはとれで分るものであクて，演を菱地震の大

部分はA型に属するもφである。

叉棚橋技師が登見されて，石本博士。地震原因設を固めしめた昭和6年6月2目。益田川中流。

深護地震も.A型である。そD後河角博士により護震機巧匂議論が行はれた昭和4年6月3目。志摩

宇島沖0地震はB型で、あクた。松浮博士調査の昭和8年3月3日の三陸沖の地震はD型であるとと

は注意した。とφ型は石本博士の設としては設明の出来たいもので、あクた。しかしとれ等θ議論は

いづれ定量的に行はたければならない。

S. 断層及その他

かく考へる時は鷺坂技師。調査にか Lる震源。運動機構は非常によく設明がつく，氏。所論によ

れば，震源は球が楕国鐙になるやうな運動，又は楕園憶が球になるやうた運動をしなければならた

いのであるが，との様に内壁を考へる時は，それ等は自明の事である。

ヨたに同一場所に起る地震は時を距て与も同一記象型を描くととは自然とうたづける所である。し

かし叉同一場所に起クても，前のものと後のもので初動分布の異なるもθは， EとHとの関係。ゃ

う訟ものであクて，爆獲の起ったイ立置の違ひを思はせるものである。とれ等りととはまだ詳しくは

調査せられてゐたい。

中村(左〉博士は初動分布。節紘と地質構造線θ一致から鶴居地震設を主張せられたθであクたけ

れども，その構造線は現在から見る時は架空りととであって，例へぽ千々石灘D地震はかヘクて地

質構造線は初動分布の腹にあたるあたりを通クてゐるもので第六園CDE-Fがそれである。とC線上

(31) T. Matuzawa: Seismometrische .Untersnchnngen deS〆Erdbebensvom 2." Marz. 1933急震研葉報

2J; 152. 

(32) 坂田勝茂 J引き国錐型護震機巧を示す地震Iヰ就て・ 海とさき 21. ，176. 

(33) 例へぽ加藤武夫著.地質墜概論， F. V. 'Volff著.Vnllζanismns 1を見よ.

(34の〉

〈σ3Sり〕、 H.K王a凱was叩umiい:8臼もn吋l(吋dy0叩11もu仙hep戸ro句pa昭ga“もがt:o叩noぱfSeismic ~V a町.ve伺s. 震研糞報. 12. 660 

(36) 松津武雄:昭和8年 3月3日の大地震， 震研糞報. 20. 162. 

(37) 鷺坂清信:地震横波の初動から見た震源の運動機構. 験震時報.'6.: 15~ 

く38) 木多弘吉:浅い地震の機構と記象型に裁も験震時報.， 5;235.." ， ，-
く39) 中村左衛門太郎:千A石灘地震に就いて。気象集誌，第三輯，第一巻 1.

- 9'~ 
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な力によクて行はれたイ立の

ものであらう。但しと与に

言ふ断)音とは地震の際に生

山麓の迫分又は

軽井j宰測候所では引波を多く観測してゐるのは，火山の爆後が第五園Dco如くして行はれたであら

うととを物語ってをり，水上皐士の研究と比較して興味深い所である。

7. 結
‘・4〆

く40) 木間不三男著:信濃り地質.

(41) 藤原咲平:模型寅隷との比較. 験震時報. 4. 321. 

(42.i 未設表.
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と主に述べた地震原因設を要約すれば，地下に岩疑溜があヲて，その中で何等か爆登現象が起り

側壁を墜する事によクて滞性波を護生させ地震が起るとするものである。火山はその地表の現象に

過ぎない。よヲて地震を議報ずるには，先づ火山爆議のを象報が可能になら怠ければならたい。しか

し現在のととる，火山爆設の議報はまだ

はっきりとは言へたい欣態である。従っ

て地震を知るためには先づ火山を知らな

けれぽならない。

今回は草に定性的のみに止めたけれE

も，とれ等のととは勿論定量的に行はな

げればたらない。それは弐図工り漸失後

表する積りであるけれEも，それに先だ

。て定性的たととであるが愛表したのは

吾々は何時陛下θ沿召を受けて武運った

たく屍を戦場にさιずやうになるかも分

らたいからである。幸にして研究を績行

L得れば出来次第査委表する積りである。

終りに臨み，中央気象墓地震課諸彦。

御厚情並びに製園して頂いた高見嬢に厚

く感謝す。

一昭和十八年六月十三日脱稿ー
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。，飾+炉

AB~ì フオヅサマグナ.，矢印は初動押しを示寸
第七国 1・は長野地震， 2，は北伊豆地震 3，は伊東地震

グ
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